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(57)【要約】
【課題】　従来の桟瓦において、屋根の左右幅に対して
寸法調整のために差込部側の一部を切除した終端桟瓦を
使用することがあるが、その場合、差込部側突条も切除
されるので、差込部側端部から吹き上げ雨水が流出する
（野地板を濡らす）ことがあった。
【解決手段】　瓦本体１に桟部２と谷部４と差込部３と
を設けるとともに、差込部３側の端縁に差込部側突条７
と尻部６側の端縁に尻部突条８をそれぞれ設けた桟瓦に
おいて、瓦本体１の上面１１における差込部３側の端縁
から該差込部３が差込まれる幅程度だけ谷部４側に寄っ
た位置に、谷部４側が低く差込部３側が高くなる水返し
用の段部１２を形成していることにより、寸法調整のた
めに差込部側の一部を切除しても、段部１２が水返し部
として機能するようにした。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　瓦本体（１）の一方の側縁側に上重ね部となる桟部（２）を設け、瓦本体（１）の他方
の側縁側に下重ね部となる差込部（３）を設け、前記桟部（２）と前記差込部（３）との
間に雨水流下用の谷部（４）を設けるとともに、前記差込部（３）側の端縁に水返し用の
差込部側突条（７）と尻部（６）側の端縁に水返し用の尻部突条（８）をそれぞれ設けた
桟瓦において、
　前記瓦本体（１）の上面（１１）における前記差込部（３）側の端縁から該差込部（３
）が差込まれる幅（Ａ）程度だけ前記谷部（４）側に寄った位置に、谷部（４）側が低く
差込部（３）側が高くなる水返し用の段部（１２）を形成している、
　ことを特徴としている桟瓦。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、屋根に葺かれる桟瓦に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図５には従来の一般的な桟瓦Ｘを示しているが、この桟瓦Ｘには、瓦本体１の一方の側
縁側に上重ね部となる桟部２を設け、瓦本体１の他方の側縁側に下重ね部となる差込部３
を設け、桟部２と差込部３との間に雨水流下用の谷部４を設けている。そして、瓦本体１
の上面１１は、桟部２と谷部４と差込部３とが幅方向になだらかな（段差のない）曲面状
になっている。又、瓦本体１の差込部３側の端縁には水返し用の差込部側突条７が形成さ
れている一方、瓦本体１の尻部６には尻部側突条８が形成されている。尚、図５の桟瓦Ｘ
において、符号５は瓦本体１の頭部、符号９は瓦止め用の釘穴である。又、符号１５は頭
側切欠部、符号１６は尻側切欠部であり、該頭側切欠部１５と尻側切欠部１６とは斜め方
向に配置される各桟瓦Ｘ，Ｘを位置決めする機能がある。
【０００３】
　図６には、図５の桟瓦Ｘを使用した屋根の瓦葺き構造を示している。尚、瓦葺き屋根で
は、屋根２０の野地板２１上にルーフィングを敷設し、該ルーフィング上に瓦桟を横向き
に固定した後、各桟瓦を瓦桟に釘打ちにより固定するが、図６の例ではルーフィング及び
瓦桟を図示省略している。
【０００４】
　図６に示す瓦葺き屋根は、次のようにして完成させる。即ち、屋根軒先側の左端部（始
端部２０ａ）から、各桟瓦Ｘ，Ｘの一部（桟部２と差込部３）を所定幅Ａ（例えばＡ＝約
４０mm程度）ずつ重合させながら順次右方向に葺いていき、右端部（終端部２０ｂ）に袖
瓦（図示例では袖丸瓦）Ｙを取付けることで横１列の瓦葺きを完成させる。尚、最下段の
各桟瓦は、頭部に垂下片を有する軒瓦が使用される。そして、各桟瓦Ｘ，Ｘ・・及び袖瓦
Ｙを最終段まで葺設し、熨斗瓦を介して棟部に棟瓦を載せることで、屋根の瓦葺き工事を
完成させる。
【０００５】
　尚、図６の瓦葺き屋根では、左端部用の桟瓦Ｘ１として瓦本体の左側縁に袖部（垂下片
）１０付きのものを使用し、右端部に袖瓦（袖丸瓦）Ｙを使用しているが、従来の瓦葺き
屋根では、左右両端部にそれぞれ袖部付き桟瓦Ｘ１（左右対称形のもの）を使用したもの
や、左右両端部にそれぞれ袖丸瓦Ｙ（左右対称形のもの）を使用したものがある。
【０００６】
　図６の瓦葺き屋根において、台風等の強風時には、桟瓦Ｘの上面１１がなだらかな（段
差のない）曲面状になっているので、桟瓦Ｘの谷部４を流下する雨水が強風の吹き上げに
よって左右方向や上方向に流動することがあるが、各桟瓦Ｘ，Ｘ・・には差込部３側の端
縁と尻部６側の端縁にそれぞれ水返し用の突条７，８が設けられているので、差込部３側
及び尻部６側に流動した雨水は該各突条７，８に堰止めされて野地板２１上に漏れないよ
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うになっている。尚、桟瓦Ｘ上を流下する雨水が桟部２側に吹き上げられた場合には、該
雨水が桟部２上を乗り越えることがあるが、その乗り越え雨水は左側方に隣接する桟瓦Ｘ
の谷部４を流下するので、野地板２１上には漏れない。
【０００７】
　ところで、屋根野地板２１上に桟瓦Ｘを葺設する際に、図６に示すように屋根２０の左
右全幅（左右の破風板２２，２２間の幅）を所定個数の桟瓦Ｘ，Ｘ・・でうまく（過不足
なく）割り付けできる場合は、屋根終端部２０ｂとそこに設置される桟瓦Ｘの差込部３側
の端部Ｘａとがほぼ同位置になって、屋根終端部２０ｂに設置される袖瓦Ｙが正常に収ま
るが、ときには屋根２０の左右全幅を所定個数の桟瓦Ｘ，Ｘ・・でうまく（過不足なく）
割り付けできないことがある。即ち、この種の桟瓦Ｘは、数種類の大きさのものが製作さ
れていて、屋根２０の左右全幅に応じて適合する大きさ（寸法）のものを選択して使用さ
れるが、それでも例えば図７に示すように屋根２０の左右全幅に対して所定個数の桟瓦Ｘ
，Ｘ・・をうまく（過不足なく）割り付けることができないことがある。そして、図７に
示すように、終端（右端）の桟瓦Ｘの端部Ｘａが屋根終端部２０ｂより外側にはみ出す（
はみ出し幅Ｂ）ときには、該終端の桟瓦として図８に示すように差込部３側を上記はみ出
し幅Ｂに相当する部分だけ切除（切除片Ｃ）したもの（符号Ｘ′のもの）を使用する。こ
の場合、切除片Ｃを切除すると、水返し用の差込部側突条７も切除されるので、使用する
終端桟瓦Ｘ′の差込部３′側に水返し部（突条）がなくなる。
【０００８】
　そして、従来では、屋根２０の左右全幅に対して所定個数の桟瓦Ｘ，Ｘ・・をうまく（
過不足なく）割り付けできない場合（図７に示すように終端桟瓦Ｘが屋根終端部２０ｂか
らはみ出す）は、図９に示すように、差込部３側をはみ出し幅Ｂに相当する幅だけ切除し
た桟瓦Ｘ′を屋根終端部２０ｂに使用し、該終端桟瓦Ｘ′の端部に袖瓦Ｙを取付けて屋根
終端部を仕舞いするようにしている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、図５に示す従来の桟瓦Ｘでは、図８に示すように差込部３側を切除（切除片
Ｃ）すると、残った終端桟瓦Ｘ′の差込部３′側には水返し部（突条７）がなくなり、且
つ該終端桟瓦Ｘ′の上面１１はなだらかな（段差のない）曲面状になっているので、差込
部３′側に水返し機能（吹き上がり雨水の堰止め機能）がなくなる。
【００１０】
　そして、図８（従来）の終端桟瓦Ｘ′を使用した瓦葺き屋根では、図９に示すように該
終端桟瓦Ｘ′の谷部４を流下する雨水が強風で差込部３′側に流動する（矢印Ｗ１）と、
該流動雨水Ｗ１が終端桟瓦Ｘ′の差込部側端縁Ｘａ′から矢印Ｗ２で示すように容易に流
出するようになる。この流出雨水Ｗ２は、終端桟瓦Ｘ′の端面を伝って該終端桟瓦Ｘ′の
下面側に流れて野地板２１の上面を濡らすようになる。
【００１１】
　このように、終端桟瓦Ｘ′の差込部側端縁Ｘａ′から雨水Ｗ２が流出すると、野地板２
１を腐食させる原因になるとともに屋根裏に水漏れすることがあるという問題がある。
【００１２】
　そこで、本願発明は、寸法調整のために屋根終端部に設置される桟瓦の差込部側を所定
幅だけ切除した場合（差込部側突条がなくなる）でも、差込部側端縁からの吹き上がり雨
水の流出を阻止し得るようにした桟瓦を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本願発明は、上記課題を解決するための手段として次の構成を有している。尚、本願発
明は、瓦葺き屋根に使用される桟瓦を対象にしている。
【００１４】
　本願発明の桟瓦は、瓦本体の一方の側縁側に上重ね部となる桟部を設け、瓦本体の他方
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の側縁側に下重ね部となる差込部を設け、桟部と差込部との間に雨水流下用の谷部を設け
るとともに、差込部側の端縁に差込部側突条と尻部側の端縁に尻部突条をそれぞれ設けた
ものである。尚、この種の一般的な桟瓦の上面は、桟部と谷部と差込部とが幅方向になだ
らかな（段差のない）曲面状になっている。
【００１５】
　又、この桟瓦には、瓦本体の差込部側の端縁に水返し用の差込部側突条が形成されてい
る一方、瓦本体の尻部に尻部側突条が形成されている。そして、この種の桟瓦を使用した
瓦葺き屋根では、強風時に谷部を流下する雨水が吹き上げられて瓦上面を左右方向や上方
向に流動することがあるが、その流動雨水は、差込部側（差込部側突条がある）及び尻部
側（尻部側突条がある）からは流出しないようになっている。尚、該流動雨水は、桟部側
端部を越えて流出することがあるが、その桟部側端部を越えた流出雨水は隣接する桟瓦の
谷部上を流下するので問題はない。
【００１６】
　ところで、上記［背景技術］の項で説明したように、この種の桟瓦において、屋根の左
右幅に対して所定個数の桟瓦でうまく（過不足なく）割り付けできない場合には、左右方
向の終端部に設置される終端桟瓦の差込部側を所定幅だけ切除して寸法合わせを行うが、
差込部側を切除すると差込部側突条も除去されるので、谷部を流下する雨水が差込部側に
流動したときに差込部側端縁から容易に流出してしまう。
【００１７】
　そこで、本願発明の桟瓦では、瓦本体の上面における差込部側の端縁から該差込部が差
込まれる幅程度だけ谷部側に寄った位置に、谷部側が低く差込部側が高くなる水返し用の
段部を形成している。この段部は、例えば高さが５mm程度で瓦本体の頭部から尻部に亘る
全長さ範囲に直線状態で形成するとよい。
【００１８】
　本願の桟瓦も、図６の従来例と同様に、屋根の左右全幅を所定個数の桟瓦で割り付けて
葺設するが、屋根の左右全幅に対して所定個数の桟瓦でうまく（過不足なく）割り付けら
れる場合は、終端部に設置される桟瓦を何ら加工（寸法調整のための切除）することなく
そのまま使用すればよい。尚、この場合、雨水が流下する谷部から差込部側に向けて上記
段部と差込部側突条の２つの水返し部が形成されることになり、谷部から差込部側への雨
水の吹き上げ作用に対して２箇所で堰止めできる。
【００１９】
　他方、屋根の左右幅に対して所定個数の桟瓦でうまく割り付けできない場合には、屋根
終端部に設置される終端桟瓦の差込部側を所定幅だけ切除して寸法合わせを行うが、その
場合、谷部と差込部間に設けた段部位置より差込部側の位置で切断する。このようにする
と、この一部切除後の終端桟瓦を屋根終端部に設置した場合に、終端桟瓦の差込部側に上
記段部が残り、この段部が終端桟瓦の差込部側水返し部として機能するようになる。
【発明の効果】
【００２０】
　本願発明の桟瓦には、瓦本体上面における差込部側の端縁から該差込部が差込まれる幅
程度だけ谷部側に寄った位置に水返し用の段部を形成しているので、もし屋根の左右全幅
に対して所定個数の桟瓦で過不足なく割り付けできない場合に、寸法調整のために終端桟
瓦の差込部側を段部より外側で所定幅切除しても（差込部側突条がなくなる）、上記段部
が十分に水返し機能を発揮する。
【００２１】
　従って、本願発明の桟瓦は、寸法調整のために終端桟瓦の差込部側一部を切除した場合
であっても、上記段部により差込部側の水返し機能を確保できる（差込部側からの吹き上
がり雨水の流出を阻止できる）という効果がある。
【００２２】
　又、本願発明の桟瓦は、寸法調整のための切除加工を行わないでそのまま使用する場合
には、雨水が流下する谷部から差込部側に向けて段部と差込部側突条の２つの水返し部が
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形成されているので、谷部から差込部側への雨水の吹き上げ作用に対して２箇所で堰止め
でき、一層の水漏れ防止機能を達成できるという効果もある。
【実施例】
【００２３】
　図１～図４を参照して本願の実施例を説明すると、図１に示す実施例の桟瓦Ｚは、瓦本
体１の一方の側縁側に上重ね部となる桟部２を設け、瓦本体１の他方の側縁側に下重ね部
となる差込部３を設け、桟部２と差込部３との間に雨水流下用の谷部４を設けて構成され
ている。
【００２４】
　又、この桟瓦Ｚには、瓦本体１の差込部３側の端縁に水返し用の差込部側突条７が形成
されている一方、瓦本体１の尻部６に尻部側突条８が形成されている。尚、図１において
、符号５は瓦本体１の頭部、符号９は瓦止め用の釘穴である。又、符号１５は頭側切欠部
、符号１６は尻側切欠部であり、該頭側切欠部１５と尻側切欠部１６とは斜め方向に配置
される各桟瓦Ｘ，Ｘを位置決めするものである。
【００２５】
　この実施例の桟瓦Ｚには、瓦本体１の上面１１における差込部３側の端縁から該差込部
３が差込まれる幅Ａ（図２参照、Ａ＝約４０mm）程度だけ谷部４側に寄った位置に水返し
用の段部１２を形成している。
【００２６】
　この段部１２は、谷部４側が低く差込部４側が高くなるように段差を設けたものである
。又、この段部１２は、例えば高さが５mm程度で瓦本体１の頭部５から尻部６に亘る全長
さ範囲に直線状態で形成されている。
【００２７】
　尚、この実施例では、瓦本体１の上面１１における谷部４と桟部２との間は段差のない
なだらかな曲面状になっているが、他の実施例では、該谷部４と桟部２との間にも谷部４
と差込部３間に設けた段部１２と同様な水返し用の段部を設けてもよい。
【００２８】
　この実施例の桟瓦Ｚも、図６の従来例と同様に、屋根軒先側の左端部（始端部２０ａ）
から、各桟瓦Ｘ，Ｘの一部（桟部２と差込部３）を所定幅Ａ（例えばＡ＝約４０mm程度）
ずつ重合させながら順次右方向に葺いていき、右端部（終端部２０ｂ）に袖瓦（図示例で
は袖丸瓦）Ｙを取付けることで横１列の瓦葺きを完成させる。尚、最下段の各桟瓦は、頭
部に垂下片を有する軒瓦が使用される。そして、各桟瓦Ｘ，Ｘ・・及び袖瓦Ｙを最終段ま
で葺設し、熨斗瓦を介して棟部に棟瓦を載せることで、屋根の瓦葺き工事を完成させる。
【００２９】
　尚、この実施例の屋根の瓦葺き構造でも、屋根２０の野地板２１上にルーフィングを敷
設し、該ルーフィング上に瓦桟を横向きに固定した後、各桟瓦を瓦桟に釘打ちにより固定
するが、図２及び図４の実施例ではルーフィング及び瓦桟を図示省略している。
【００３０】
　ところで、上記［背景技術］の項でも説明したように、屋根２０上に桟瓦Ｚを葺設する
際に、図２に示すように屋根２０の左右全幅（左右の破風板２２，２２間の幅）を所定個
数の桟瓦Ｚ，Ｚ・・でうまく（過不足なく）割り付けできないことがある。即ち、この種
の桟瓦Ｚは、数種類の大きさのものが製作されていて、屋根２０の左右全幅に応じて適合
する大きさ（寸法）のものを選択して使用されるが、それでも例えば図２に示すように屋
根２０の左右全幅に対して所定個数の桟瓦Ｚ，Ｚ・・をうまく（過不足なく）割り付ける
ことができないことがある。そして、図２に示すように、終端（右端）の桟瓦Ｚの端部Ｚ
ａが屋根終端部２０ｂより外側にはみ出す（はみ出し幅Ｂ）ときには、該終端の桟瓦とし
て図３に示すように差込部３側を上記はみ出し幅Ｂに相当する部分だけ切除（切除片Ｃ）
したもの（符号Ｚ′のもの）を使用する。この場合、谷部４と差込部３間に設けた段部１
２の位置より差込部３側の位置で切断するが、終端桟瓦Ｚ′の新しく差込部３′となる部
分に差込部側突条７の代替えとなる段部１２が位置することになる。
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【００３１】
　そして、図４に示すように、一部（切除片Ｃ）切除後の終端桟瓦Ｚ′を屋根終端部２０
ｂに設置した後、該終端桟瓦Ｚ′の差込部３′上に袖瓦Ｙを取付けて屋根終端部２２ｂを
仕舞いする。尚、この終端桟瓦Ｚ′による瓦葺き処理は、屋根２０の傾斜方向の全長に亘
って行われる。
【００３２】
　この図４の瓦葺き屋根では、終端桟瓦Ｚ′の差込部３′側に上記段部１２が残り、この
段部１２が終端桟瓦Ｚ′の差込部３′側の水返し部として機能するようになる。そして、
例えば台風等の強風時には、各桟瓦Ｚ，Ｚ′の谷部４を流下する雨水が強風で左右方向又
は上方向に吹き上げられることがあるが、図１の桟瓦Ｚでは差込部側突条７と尻部突条８
があるので、差込部３側及び尻部６側からの流出は起こらない。尚、桟瓦Ｚの桟部２側を
越える雨水は、隣接する桟瓦Ｚの谷部４で受けられるので雨漏りの問題は生じない。
【００３３】
　又、終端桟瓦Ｚ′の谷部４を流下する雨水も、差込部３′側に吹き上げられることがあ
る。その場合、雨水が図３に符号Ｗ１で示すように差込部３′側の端部に向けて流動する
が、該流動雨水Ｗ１は段部１２で堰止められて、符号Ｗ３で示すように谷部４側に戻され
るようになる。従って、寸法調整のために差込部３側を切除した終端桟瓦Ｚ′であっても
、段部１２により差込部３′側の水返し機能が確保できる（雨水が差込部３′を越えて流
出することがない）。
【００３４】
　又、この桟瓦Ｚは、寸法調整のための切除加工を行わないでそのまま（図１の状態）使
用する場合には、雨水が流下する谷部４から差込部３側に向けて段部１２と差込部側突条
７の２つの水返し部が形成されているので、谷部４から差込部３側への雨水の吹き上げ作
用に対して２箇所で堰止めでき、一層の水漏れ防止効果を達成できる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本願実施例の桟瓦の斜視図である。
【図２】図１の桟瓦を使用した瓦葺き屋根の横方向断面図で、割り付けがうまくできない
状態の説明図である。
【図３】図１の桟瓦の差込部側の一部を切断した状態の斜視図である。
【図４】屋根終端部に図３の終端桟瓦を使用した瓦葺き屋根の横方向断面図である。
【図５】従来の桟瓦の斜視図である。
【図６】図５の桟瓦を使用した瓦葺き屋根の横方向断面図である。
【図７】図５の桟瓦を使用した瓦葺き屋根の横方向断面図で、割り付けがうまくできない
状態の説明図である。
【図８】図５の桟瓦の差込部側の一部を切断した状態の斜視図である。
【図９】屋根終端部に図８の終端桟瓦を使用した瓦葺き屋根の横方向断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１は瓦本体、２は桟部、３は差込部、４は谷部、５は頭部、６は尻部、７は差込部側突
条、８は尻部突条、１１は上面、１２は段部、Ｙは袖瓦、Ｚは桟瓦、Ｚ′は終端桟瓦であ
る。
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